
日本野鳥の会会津支部 コロナ感染防止対策について  2020/06/25 

先日6月25日付で野鳥の会本部から、「探鳥会における新型コロナウイルス感染症感染対策について」の連絡が

ありました。緊急事態宣言が全国的に解除され、感染防止対策をしながら社会活動を再開させる動きがみられるように

なってきました。探鳥会の再開を検討しているところもあると思いますが、十分な感染防止対策の配慮をお願いしま

す。「新型コロナウイルスを想定した新しい生活様式」を十分参考にしてください。探鳥会において特に配慮すべきと思

われる点を以下にまとめたので、参考にしてください。 

 

1. リーダーが不安をかかえたまま実施しない。 

支部執行部と各リーダーとのコミュニケーションをよくとりあい、不安を抱えていらっしゃるようであれば、リーダーの気    

持ちを優先して、中止をご判断ください。 

2. 参加者を少人数にする。 

人数が多くなる場合は、1 グループ 10～15 名(リーダー含む)を目安に班分けするなどし、開始から終了まで大勢で

集合する機会をなくすようにしましょう。 

 

3．参加者の連絡先を把握する。 

後日、感染者が参加されていたことが分かった場合、参加者に連絡が取れるように参加者の連絡先（名前・電話番号）

を把握しておいてください。 

4．具合の悪いリーダー、感染の疑いのあるリーダーは参加しない。 

無症状でも、感染の疑いがある場合は参加を控えましょう。 

 

5．参加者にも、具合の悪い方の参加を控えていただくように呼び掛ける。 

6．人と人との間には、最低1m、できれば 2mの間隔を空ける。 

 

7．参加者もリーダーもマスクやフェイスシールドのように、飛沫が飛ぶことを防ぐものを装着する。(野外で人同士が

2m以上の間隔をとれる場合は除く)。 

※マスク着用によって、熱中症のリスクも高まりますので、こまめな休憩や水分補給、開催時間の短縮などに配慮が

必要です。 

8．真正面での会話を避け、ハンズフリーマイク使用するなど大声での発声を避ける。 

 

9．参加者に手洗いや手指のアルコール消毒を行うように呼びかける。 

10．双眼鏡の貸し出しをする場合は、貸し出す前と後に消毒する。 

 

11．望遠鏡の共用をするときは、目が直接望遠鏡に触れるのを防ぐ。 

12．周囲の方々の目を意識する。 

 

13．室内を利用する場合は、換気を十分に行う。 

 

【探鳥会保険について】 

探鳥会保険では、病気は補償の対象外です。探鳥会が原因で新型コロナウイルスに感染しても、感染者に対する治

療費等の補償はありません。【参考】厚生労働省ＨＰより 新型コロナウイルスを想定した「新しい生活様式」を公表しま

した。 

【この件に関するお問い合わせ先】 公益財団法人 日本野鳥の会 普及室  

普及教育グループmail: tancho-staff@wbsj.org 
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